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あ
ざ
な

志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う
一
つ
の
字

大
島
明
秀

は
じ
め
に

小
説
「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」
の
主
人
公

・
古
賀
十
二
郎
は
長

崎
郷
土
史
の
草
分
け
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
研

究
範
囲
は
、
文
事
、

宗
教
、
絵
画
、
工
芸
、
科
学
、
政
治
、
対

外
関
係
、
は
て
は
丸
山
遊
女
に
至
る
ま
で
地
元
の
あ
ら
ゆ
る
題

材
に
及
び
、
成
果
の
多
く
は
書
籍
と
な
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

無
論
、
か
か
る
著
述
は

一
朝

一
夕
に
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

時
間
と
労
力
を
か
け
た
丹
念
な
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。

と
き
に
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
玉
園
雑
綴
」

は
古
賀
十
二
郎
の
覚
書
で
、
執
筆
の
際
に
参
考
と
し
た
い
わ
ゆ

る
研
究
ノ

l
ト
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
縞
い
て
み
る
と
、
古

賀
の
各
種
著
作
に
見
え
る
記
事
と
と
も
に
、
活
字
に
至
ら
な
か
っ

た
未
発
表
の
記
事
も
確
認
で
き
、
中
に
は
目
下
所
在
不
明
と
な
っ

て
い
る
資
料
の
情
報
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

「
玉
園
雑
綴
」
を
手
掛
か
り
に
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
の

あ
ぎ
な

な
い
志
筑
忠
雄
旧
蔵
の
印
と
、
印
記
に
見
え
る
志
筑
の
字
、
そ

し
て
そ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
す
る
。

一
、
「
玉
園
雑
綴
」

に
見
え
る
志
筑
忠
雄
研
究

古
賀
十
二
郎

「玉
園
雑
綴
」
は
五
九
冊
に
も
及
、ぶ
大
部
の
手

稿
で
、
そ
の
第
五
五
冊
の
前
半
部
に
は
近
世
の
洋
学
に
つ
い
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
が
記
さ
れ
て
お
り
、

一一

頁
か
ら

二
二
頁
に

か
け
て
、
丸
印
や
三
角
印
な
ど
を
用
い
た

一
つ
書
き
形
式
で
志

筑
忠
雄
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
言
及
が
見
え
る
。

こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
、
も
と
長
崎
の
町
医
者
で
、
後

に
肥
後
の
古
城
医
学
校
長
と
な
っ
た
吉
雄
圭
斎
よ
り
話
を
聞
い

た

「大
槻
氏
」
（H
大
槻
如
電
）
か
ら
得
た
情
報
と
し
て
、
志
筑

の
人
と
な
り
と
学
問
背
景
を
紹
介
し
て
い
る
。

O
中
野
柳
圃
／
口
キ
カ
ズ
（
ド
モ
リ
な
ル
モ
ノ
カ
）
同
僚

知
己
ニ
／
侮
ラ
ン
な
り
。

本
木
氏
ノ
ス
＼
メ
ヨ
リ

天

文
学
ノ
研
究
ニ
志
シ
ナ
リ
ト
。
吉
雄
圭
斎
談
リ
／
シ
由
。

大
槻
氏
談
。2

nu 

今
日
で
も
帽
明
か
れ
る
志
筑
の
口
舌
不
得
手
説
や
、
本
木
良
永

と
の
間
柄
に
つ
い
て
は
吉
雄
圭
斎
の
談
に
由
来
し
、
そ
れ
を
大

槻
如
電
が
広
め
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
裏
付
け

る
確
た
る
証
拠
は
現
在
ま
で
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
推

測
の
域
を
出
な
い
。

続
い
て
古
賀
は
、

こ
ろ
を
記
す
。

志
筑
の
各
種
著
述
に
つ
い
て
調
査
し
た
と



O
明
治
十
四
年
・長
崎
来
遊
ノ
際
堀
一
正
氏
／
ヨ
リ
「
柳

圃
文
法
」
ヲ
モ
ラ
ッ
タ
。
之
ハ
／
蘭
文
デ
認
メ
タ
モ
ノ
デ

ア
ル
、

3

O
柳
圃
先
生
遺
教
蘭
語
九
品
集
ハ
／
馬
場
佐
十
郎
ノ
著

ナ
リ
、
4

O
志
筑
柳
圃
求
力
論
大
槻
平
泉
ノ
／
蔵
書
中
ニ
ア
ツ

タ
。
三
年
許
前
之
ヲ
／
発
見
シ
タ
。
5

O
志
筑
ノ
八
円
儀
一
部
ハ
、
自
筆
カ
ト
思
フ
。
／
但
八
円

儀
ハ
二
本
ア
リ
。
之
ヲ
蔵
ス
、

6

O
大
槻
玄
沢
宛
志
筑
忠
次
郎
書
翰

一
／
通
ア
リ
7

O
志
筑
ノ
蘭
文
掛
物

一
幅
ア
リ
、

8

〈
ム
二
国
会
盟
録
ハ
大
槻
氏
宅
ニ
ナ
シ
。
箕
作
家
之
ヲ
蔵

ス
。
大
槻
氏
談
。
西
海
遺
殊
ノ
ウ
チ
ニ
ア
ル
モ
ノ
カ
。
9

引
用
文
中
に
登
場
す
る
「
柳
圃
文
法
」
、
「
蘭
語
九
品
集
」
、
「
求

力
（
法
）
論
」
、
「
八
円
儀
」
、
「
大
槻
玄
沢
宛
書
翰
」
、
「
蘭
文
掛
物
」

は
い
ず
れ
も
現
存
が
確
認
で
き
る
志
筑
に
係
る
著
述
で
あ
る
が
、

併
せ
て
古
賀
は
こ
れ
ま
で
論
及
さ
れ
た
こ
と
の
無
い
資
料
に
つ

い
て
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
志
筑
忠
雄
の
所
用
印
で
あ

る
。二

、
古
賀
十
二
郎
が
摸
写
し
た
志
筑
所
用
印
と
別
字

古
賀
十
二
郎
は
、
志
筑
忠
雄
に
係
る
二
種
の
印
影
を
「
現
物
大
」

で
摸
写
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
図
l
、
図
2
）。一

つ
は

「
白
字
」
、
す
な
わ
ち
陰
刻
の
印
頼
で
、
お
よ
そ
縦
二
・
一
糎
×
横

一
了
三
糎
の
方
印
、
印
記
は
「
忠
雄
之
印
」
。
い
ま

一
つ
は
「
朱
字
」

つ
ま
り
陽
刻
の
印
頼
で
、
お
よ
そ
縦
二
・O
糎
×
横
二
・
一
糎
の
方

台
予住i片

1'2 
怜

図1「忠雄之印J印の摸写
（古賀十二郎記「玉園雑綴」55、長崎歴史文化博物館蔵、p.12.)

図2「字飛卿」印の摸写
（古賀十二郎記「玉国雑綴J55、長崎歴史文化博物館蔵、p.12.)



印
、
朱
の
印
肉
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
印
記
は
「
字
飛
卿
」。
な
お
、

印
影
を
採
取
し
た
底
本
に
つ
い
て
は
言
及
、が
認
め
ら
れ
な
い
。

古
賀
は
、
志
筑
の
名
前
に
つ
い
て

「通
称
を
忠
次
郎
と
い
ひ
、

名
は
盈
長
、
の
ち
忠
雄
、

字
は
飛
卿
、
柳
圃
と
号
す
旧
」
と
説
い

て
い
る
が
、
古
賀
の
教
え
を
受
け
長
崎
学
を
後
継
し
た
渡
辺
庫

輔
は
、
志
筑
の
著
訳
書
を
博
捜
し
、
上
記
に
加
え
て

「季
飛
」
・

「季
龍
」
と
い
う
新
た
な
字
を
発
見
す
る

一
方
、
さ
き
に
古
賀
が

指
摘
し
た

「飛
卿
」
に
つ
い
て
は
、
「
古
賀
先
生
は
「
飛
卿
」
と

い
は
れ
た
が
、
こ
の
字
は
未
だ
見
な
い
日
」
と
、
そ
の
存
在
に
疑

義
を
呈
し
た
。

な
る
ほ
ど
「
字
飛
卿
」
あ
る
い
は

「忠
雄
之
印
」
の
印
頼
や
、

両
印
影
を
備
え
た
底
本
は
発
見
さ
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
て
い
る

が
、
し
か
し
な
が
ら
、

今
回
古
賀
の
研
究
ノ
l
ト
に
摸
写
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

二
種
の
志
筑
忠
雄
所
用
印
は
確
か
に
存

在
し
、
そ
の
印
記
か
ら
志
筑
が
「
飛
卿
」
と
い
う
字
を
有
し
て

い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に
、
想
像
を
広
げ
て
志
筑
の
号
と
字
の
命
名
背
景
を

検
討
し
て
欄
筆
す
る
。

ま
ず
、
よ
く
知
ら
れ
た
晩
年
の
号
で
あ
る

「柳
圃
」
は
、
ひ

弱
な
体
質
の
謂
で
あ
る

「蒲
柳
の
質」

に
、
病
弱
な
自
身
を
掛

け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
、

渡
辺
庫
輔
が
報
告
し
た
字
「
季
飛
」
・
「
季
龍
」
に
は

そ
の
出
自
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
志
筑
は
長
崎
で
三
井
の
用
達

を
業
と
し
て
い
た
三
代
中
野
用
助
の
五
男
で
、
男
子
と
し
て
は

末
子
で
あ
っ
た
ロ
こ
と
か
ら
排
行
を
表
す
「
季
」
を
付
し
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。

最
後
に
、

今
回
主
題
と
し
た
も
う

一
つ
の
字

「
飛
卿
」
に
つ

い
て
は
、
故
人
に
因
ん
で
字
を
付
す
場
合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
志
筑
が
自
身
を
晩
唐
の
詩
人
温
庭
筒
（
飛
卿
）
に
見

立
て
た
こ
と
が
窺
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
飛
卿
は
詩
才
、か
あ
り
な

が
ら
も
素
行
の
悪
さ
か
ら
官
職
に
就
け
ず
、
生
涯
野
に
あ

っ
た

人
物
で
あ
る
。

志
筑
は
若
く
し
て
「
病
気
」
を
理
由
に
阿
蘭
陀
稽
古
通
詞
を

辞
し
、
爾
後
没
す
る
ま
で
野
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
才

能
に
対
す
る
幹
持
と
仕
官
し
て
い
な
い
立
場
に
対
す
る
自
噸
を

込
め
て
志
筑
が

「飛
卿
」
と
い
う
名
を
用
い
た
と
考
え
る
の
は
、

思
い
を
巡
ら
せ
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

フ
』



注
拙
稿

「熊
本
藩
の
治
痘
」
（
青
木
歳
幸
、
大
島
明
秀
、

W
－

ミ
ヒ

ェ
ル
共
編

『
天
然
痘
と
の
闘
い
九
州
の
種
痘
』
、

岩
田
書
院
、

二
O
一
八
年
）
、

二
五
六
、

二
六

O
頁。

古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
（
手
稿
、
鉛
筆
、
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）
、

二
頁
。

修
正
前
の
記
述
は

省
略
し
、
古
賀
の
朱
や
訂
正
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
形
で

記
し
た
。
以
下
、
同
。

前
掲
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
、

二
頁
。

前
掲
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
、

二
頁
。

前
掲
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
、

一
二
頁
。

前
掲
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
、

一
二
頁
。

前
掲
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
、

二
一
頁
。

前
掲
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
、

二

一頁
。

前
掲
古
賀
十
二
郎
「
玉
園
雑
綴
」
五
五
、

二
二
頁
。

古
賀
十
二
郎
著
、
長
崎
学
会
編

『長
崎
洋
学
史
』
上
巻
（
長

崎
学
会
、

一
九
六
六
年
）
、

三
二
九
頁
。

渡
辺
庫
輔

『阿
蘭
陀
通
調
志
筑
氏
事
略
』
（
長
崎
学
会
、

一
九
五
七
年
）
、
六

O
頁
。
な
お
、
渡
辺
は
「
未
公
刊
長

崎
市
史
洋
学
編
」

と
呼
ぶ
資
料
か
ら
、古
賀
十
二
郎
、
が
「
飛

卿
」
字
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

松
尾
龍
之
介
「
（
研
究
ノ

1
ト
）
志
筑
忠
雄
の
実
家

2 3 4 5 6 7 8 10 9 11 12 

【付
記
】

中
野
家
に
関
す
る
ノ

1
ト
」（
『
洋
学
史
研
究
』
第

二
六
号
、
二

O
O九
年
）
、

一
O
五
頁
。

シ
l
ボ
ル
ト
記
念
館
の
織
田
毅
館
長
よ
り
「
玉
園
雑
綴
」

に
つ
い
て
の
御
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
と

し
た
い
。

『
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